






研究目的 近年の周産期医学の進歩は著しく,我が国の周産期死亡率も年々減少してきて

いる。しかし,依然として,残された課題は多く,特に母児の救急体制,合併症妊娠の管理,

異常妊娠,特に妊娠中毒症の管理,周産期情報のシステム化などが挙げられる。本研究班に

おいては以上の四課題に重点をおき,具体的な提言,管理指針の提示を行うことを目的とし

た。 

研究計画 

1.地域的周産期医療のシステム化に関する研究(分担研究者:武田佳彦) 

周産期医療の実効を挙げるには,センターを中心とした地域的な母児救急体制のシステム

が必要であることは論を待たない。特に,母体運搬に関しては,その意義が強調される一方

では,我が国の医療体系下における問題点も多く,実態調査を通じてその問題点を探り,具

体的な母児救急の地域化に関する試案を提言する予定である。また,子宮内胎児発育遅延

(IUGR)は,児の予後に異常を来たす頻度が高く,その原因究明と管理法の設定は周産期医学

の重要な課題であり,スクリーニング法と管理基準の設定を行う。 

2.合併症妊娠の安全管理に関する研究(分担研究者:坂元正一) 

母体合併症の中でも糖尿病,甲状腺疾患、,心疾患,精神神経疾患,早産は,母体のみならず児

にも大きな影響を与えることは周知の事実である。従来,個々の施設からそれぞれの管理基

準による臨床成績は報告されてきたが,一般臨床にスクリーニング法,対応策,管理法は未

だ確立されていない。本研究班では産科,小児科,内科,精神科の専門医を結集して,各合併

症診断基準と管理指針の確立を目標としている。 

3.妊娠中毒症の安全管理に関する研究(分担研究者：須川佶) 

妊娠中毒症は依然として,周産期における重大な疾患であり,今日,その病因,病型,重症度

に関し,見直しが行われている。即ち,新しい概念に基づいた病型の分類,治療法の選択が望

まれており,診断基準と治療指針の設定を行う予定である。 

4.周産期情報の収集と分析に関する研究(分担研究者:中野仁雄) 

周産期における母体及び胎児・新生児情報量はME機器などの進歩により,飛躍的に増加し

た。しかし,その情報の客観的処理法は必ずしも確立しているとは言えず,有用な情報を選



択し,情報の解析を行う情報収集,処理のシステム化を企図している。 


